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　本研究では、観測記録が得られなかった地点における強震動予測を見据え、統計的グリーン関数法を用い

て、2016年熊本地震の本震の観測記録をできるだけ再現するような特性化震源モデルの推定を試みた。 

　検討対象とした観測点は、KMMH16益城を含むKiK-net観測点7地点である。はじめに、観測記録から表層

地盤の影響を取り除くため、工学的基盤上面における地震動を推定した。具体的には、5 Hz以下で地表記録と

地中記録の伝達関数に合うような地盤モデルを同定し、それと地中記録を用いて、一次元重複反射理論に基づ

き基盤波を求めた。ここで、水平2成分ともに同じ地盤モデルではぎ取ることが困難であったため、NS成分と

EW成分は別々に検討した。次に、全国１次地下構造モデル(Koketsu et al., 2012)に基づき、地震基盤から工

学的基盤（観測記録のはぎ取り位置）までの地下構造モデルを設定し、小地震記録のH/Vスペクトル比を参照

しながら、卓越振動数が合うようにチューニングを行った。統計的グリーン関数は、特に震源に近い地点を重

視し、Boore(1983)の統計モデルに準拠した振幅特性とBoore(1983)の経時特性モデルを用いて計算し、さら

に香川(2004)のベル型の変位波形になるように収斂計算を行った。高周波遮断振動数fmaxは4 Hzとした。伝

播経路のQ値は、佐藤(2016)の62f0.87（ただし、振動数fが1 Hz以下で一定）とした。震源モデルは、強震動生

成域SMGAのみのモデルを仮定した。SMGAの位置と面積は、Asano and Iwata(2016)の震源インバージョン

の領域内で、観測記録を説明できるように試行錯誤的に設定した。SMGAのすべり量は、Asano and

Iwata(2016)や引間(2016)のインバージョン結果を参照しつつ、計算結果の変位波形の振幅の大きさと長周期

帯の応答スペクトルが観測記録と概ね整合するように設定した。応力降下量は、計算結果の加速度波形と速度

波形の振幅の大きさ、短周期帯の応答スペクトルが観測記録と概ね整合するように設定した。断層全体の破壊

開始点は気象庁の震源位置とし、布田川断層側の破壊開始点はそれよりも深い位置の断層南端部とした。破壊

伝播速度は、益城町直下に位置する布田川断層の小さいほうのSMGAで2.7 km/s、日奈久断層側のSMGAと布

田川断層の大きいほうのSMGAで3 km/sとした。 

　推定された震源モデルの短周期レベルは1.14×1019 Nm/s2で、佐藤(2016)やIrikura et al.(2017)よりも小さ

く、仲野・川瀬(2016)よりも大きくなった。また、内陸地震の平均的な地震モーメントと短周期レベルの関係

を表した壇・他(2001)よりも小さく、横ずれ断層の地震モーメントと短周期レベルの関係を表した壇・他

(2011)よりも若干小さくなった。全地点の水平成分の観測記録と計算結果の応答スペクトル比の平均は、周期

0.2～5秒で概ね1となり、観測記録の再現性が良好であることを確認した。ただし、周期5秒以上の長周期帯で

1を若干下回った。これは、本検討ではSMGAのみのモデルとしており、全体の地震モーメントがF-net等の値

の6割程度となっているためである。また、震源から近い地点では観測記録と計算結果の継続時間がよく整合

した一方で、震源から遠い地点では計算結果のほうが観測記録よりも継続時間が短くなった。震源から遠い地

点におけるグリーン関数の振幅および経時特性の設定については検討の余地がある。
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